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資産運⽤のコツはありますか︖①

「分散投資」は、株式だけを保有している場合などにお
いて、ある程度のリターンを確保しながらリスクを低減
させたい場合には有効と考えられます。

ある程度のリターンを確保しながらリスクを低減するには、リスクを分散させましょう

資産運⽤においては「卵は⼀つの籠に盛るな」というフレーズがあります。卵を⼀つの籠に盛ると、その籠を落とし
てしまった場合には、全部の卵が割れてしまうかもしれません。しかし、卵を複数の籠に分けて盛れば、そのうちの
⼀つの籠を落として卵が割れてしまっても、その他の籠の卵は影響を受けずに済むと考えられます。こうしたことか
ら、資産運⽤では、株式だけや債券だけといったような特定の資産・商品だけに投資するのではなく、複数の
資産・商品に投資して、「リスクを分散させましょう」という考え⽅を指すフレーズです。

例えば、主要な資産として、⽇本国債、外国国債、⽇本株式、外国株式の4つの資産と、4資産に均等に分
散投資をした場合のリスク・リターンを⾒たものが下図です。分散投資した場合では、株式だけを保有した場合
に⽐べて、リスク・リターンが債券と株式の間となり、ある程度のリターンを確保しながらリスクを低減させること
が可能になると考えられ、資産運⽤のコツの1つとして有効と⾔えるでしょう。

※上記は過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

＜卵は⼀つの籠に盛るな＞

＜主要資産のリスク・リターン特性＞

（リスク、年率）
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落としてしまったら・・・ 1つ落としても・・・

全部割れてしまうかも
他の籠には影響がない

（注1）データは2009年4⽉末〜2024年4⽉末。（注2）リターンは当該期間の累積リターンを、リスクは⽉次リターンの標準偏差を年率換算して算出。
（注3）⽇本国債はFTSE⽇本国債、⽇本株式は東証株価指数（配当込み）、外国国債はFTSE世界国債（除く⽇本）、外国株式はMSCIコクサイ

（配当込み）、分散投資は⽇本国債・⽇本株式・外国国債・外国株式を25％ずつ保有するよう、毎⽉末にリバランスを実施する場合。
（出所）FactSet、Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

⼀つの籠に盛ると いくつかの籠に分けていれば
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【重要な注意事項】
■当資料は、情報提供を⽬的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、⽣命保険、株式、債券等の売
買を推奨･勧誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資⾏動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内
容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、
それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が⾼いと判断した
情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス・統計資料等が記載される場
合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真は
イメージであり、本⽂とは関係ない場合があります。


